
1 

（事業計画書様式１） 

１ 概要 

２ 指定管理者概要 

構成団体 A 

構成団体 B 

公園名 富岡総合公園 

所在地  横浜市金沢区富岡東二丁目 9 

公園面積、公園種別 219,208 ㎡、総合公園 

主な施設 〈北エリア〉北台展望台、ケヤキ広場、庭球場、多目的広場、
アーチェリー場〈南エリア〉ボタン園、梅林、池、桜並木、駐
車場、プラタナス広場、草地広場、並木展望台

特徴 かつて日本海軍の基地「横浜海軍航空隊」があり、戦後は米
軍に接収され富岡倉庫地区と呼ばれていました。昭和46年に
返還され、昭和50年からその一部が国有地の無償貸与を受け
て公園として公開されました。公園内には自然樹林が多く、樹
林を進むとアーチェリー場があり、このアーチェリー場は公営
施設としてはわが国最初のものです。公園中央部の道路沿いに
は、桜並木が見られ、道路の両脇には横浜海軍航空隊当時の石
門が残されています。 

公園開園日 1975（昭和 50）年 3 月 20 日 

指定管理者名 横浜市緑の協会・横浜アーチェリーとみどりの会グループ 

代表者名 代表団体 公益財団法人横浜市緑の協会 理事長 上原 啓史 

所在地 神奈川県横浜市中区日本大通 58 

指定管理期間 平成 31 年 4 月 1 日から平成 36 年 3 月 31 日 

現指定管理者管理運営開始日 平成 31 年 4 月 1 日 

他に指定管理者に指定されて

いる公園（市内外問わず） 

なし 

団体名 公益財団法人 横浜市緑の協会 

代表者名 理事長 上原 啓史 

所在地 神奈川県横浜市中区日本大通 58 

他に指定管理者に指定されて

いる公園（市内外問わず） 

山手公園・元町公園・港の見える丘公園の２公園施設・山手イ

タリア山庭園（JV）、三ツ沢公園（JV）、岸根公園、馬場花木

園、横浜市こども植物園・横浜市児童遊園地、俣野公園

（JV）、俣野別邸庭園、海の公園、野島公園、長浜公園

（JV）、野島公園、よこはま動物園、野毛山動物園・野毛山公

園、金沢動物園・金沢自然公園

団体名 横浜アーチェリーとみどりの会 

代表者名 会長 大西 敏夫 

所在地 神奈川県横浜市戸塚区上矢部町 748-52 スカイビュー戸塚 3-103 

他に指定管理者に指定されて

いる公園（市内外問わず） 

なし 
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（事業計画書様式２） 

１ 公園運営の全体的な考え方 

２ 本年度の基本的な管理運営方針 

３ 運営業務の実施方針 

富岡総合公園の特性を活かし、当団体が掲げるビジョン（管理期間中の目標）の達成に向

けた着実な管理運営に取り組みます。 

（公園の特性） 

① 豊かな自然資源と歴史資源が共存する公園

②広大な斜面樹林の中に施設が点在する公園

③起伏のある園路とアーチェリー場などの運動施設を有する公

④市民と一体となった管理が求められる公園

（ビジョン）

「みんな笑顔に！ バラエティに富んだ癒しの空間 オアシス富総（とみそう）～ 多様な

楽しみ方･過ごし方ができる自然が豊かで安心な公園を実現 ～」

富岡総合公園の特性を踏まえ、園内の自然資源や歴史資源を活かして利用促進につながる

プログラムを提供します。

指定管理者に求められる基本的役割を果たし、かつ上記ビジョン実現のため、公園の特性

を踏まえた 4つのミッション（果たすべき役割）に取り組みます。 

（基本的役割） 

・社会情勢の変化やそれに伴う公園に求められる役割の理解

・公園の公平・公正な管理運営、安全安心の確保、公共施設管理の基本的役割の担保

・多様な主体との連携と民間ノウハウ活用による高品質サービス・維持管理の実現

（ミッション）

① 自然環境の保全と魅力の発信

② 利用者への安全・安心・快適な利用環境の提供

③ 利用者の健康増進への貢献、アーチェリー競技の普及

④ 地域との協働の推進

私たちが掲げる上記のミッションについて、実施方針を次のとおりとします。 

① 自然環境の保全と魅力の発信

四季の移り変わりを体感できる空間を提供します。また、これらの自然資源をはじめと

した園内の資源を活かしたイベントや情報発信を行います。 

② 利用者への安全・安心・快適な利用環境の提供

これまでの管理運営経験を通じて把握している危険箇所などに留意した維持管理を行い

ます。また、住民参加型公園パトロールの実施や、園内各所へのセキュリティポスト設置

により、安全・安心・快適な公園を提供します。 

③ 利用者の健康増進への貢献、アーチェリー競技の普及

起伏のある園路を活かしたウォーキングを中心としたイベントなどを通じて、利用者の

運動習慣の定着や健康寿命の延伸に貢献します。また、アーチェリー場の適切な管理運営

を行うとともに、利用促進と競技の普及に貢献します。 

④ 地域との協働の推進

庭球場や多目的広場の管理運営委員会や地域住民と一体となった管理運営を行っていく

ことにより、地域協働の拠点としての役割を果たします。 
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４ 人員・組織体制 

(1)組織体制

・園長の統括のもと、各スタッフが専門性を活かせる機能的な公園の管理体制を整えま

す。

・本部は、専門・技術的指導と業務支援を行います。「巡回作業班」を設置し、園地管理作

業の支援と技術継承を行います。

・構成団体Ａは公園全般の管理運営を、構成団体Ｂはアーチェリー場の管理運営を担いま

す。

(2)人員配置

・公園管理の統括を行う施設長（園長）、園長を補佐するとともに園長不在時の統括代行を

行う副施設長（副園長）を配置します。

・アーチェリー場は、マネジメント力を強化するため、管理リーダーおよび副リーダーを

配置します。

・園長は防災士、全スタッフは上級又は普通救命講習を修了します。また、アーチェリー場スタッフは、必

要な有資格者を配置します。

(3) 人材育成
・「公園管理のプロを育てる」を到達目標に、人材育成に取り組みます。

・研修は、次の分野に関する各種研修を実施します。

①利用者対応・管理運営

②園地管理

③園長・副園長のマネジメント力向上

・目標管理制度、職員表彰制度により、スタッフの意欲向上を図ります。

平成 31 年度人員配置表 

役職 人数 雇用 職務内容 勤務日 

園長 

（施設長） 
１名 職員(常) 

公園管理統括 

事業・予算管理 
週５ 

副園長 

（副施設長） 
１名 職員(常) 統括補佐、園地管理、運営業務 週５ 

園地 

スタッフ

１名 

４名 

職員(常) 

ﾊﾟｰﾄ(常)
巡視・点検、清掃、植栽・園地管理 

週５ 

週４ 

アーチェリー場管
理リーダー 

１名 ﾊﾟｰﾄ(常)
アーチェリー場管理統括
技術指導

週４ 

アーチェリー場管
理副リーダー 

１名 ﾊﾟｰﾄ(非)
アーチェリー場管理統括補佐
技術指導

週４ 

アーチェリー場管
理スタッフ 

１名 ﾊﾟｰﾄ(非) アーチェリー場の運営、技術指導 週２ 

１名 ﾊﾟｰﾄ(常) 巡視・点検、清掃、施設管理 週４ 

２名 ﾊﾟｰﾄ(非) 巡視・点検、清掃、施設管理 週３ 

※（常）は常勤、（非）は非常勤 

  勤務体制等 

・５名～10名（うち、アーチェリー場は２～４名）の勤務体制を基本とします。大規模作業やイベント開

催時は増員体制とします。

・常勤とは、１週間の所定労働時間(週 38.75時間)の３/4（週 30時間）以上とします。
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５ 市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進 

(1) 自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ
ア 自然と歴史が調和した公園の魅力を発信し、憩いの場を提供します。
・園内で見られる植物や生き物等の自然資源と、点在する歴史資源が調和した公園の魅力を

拡充し、発信していくため、「自然・野鳥観察ガイドツアー」等の取組みを実施します。
イ ガーデンネックレス横浜 in 富総により横浜市の取組みを盛り上げます。
・ガーデンネックレス横浜を市民と協働で盛り上げていくため、「ガーデンネックレス横浜
in富総」プロジェクトとして、花壇づくりや植物園出張講座等を実施します。

ウ 快適で利用しやすい環境を整備します。

・富岡・並木地区の住宅地において憩いの場を提供します。園内にはレストハウスがないと
いった施設的な課題があることから、管理棟に体調不良者などが一時的に休憩できるス
ペースを設けます。

エ 東京オリンピック・パラリンピックを契機としたアーチェリーの普及を目指します。

・オリンピック・パラリンピックの正式種目であるアーチェリーの普及と新たな利用の創出
のため、各種体験教室を開催するとともに、将来のオリンピアンやパラリンピアンを目指
す競技者を支援していきます。

オ 楽しく体を動かすことのできる、健康増進のためのサービスを拡充します。
・高齢者の未病促進をはじめとした市民の健康増進に資するため、「ウォーキング教室」、
「園内ウォーキングルートの設定」等のイベント・サービスを提供します。

カ 開園 45周年を記念し、富岡総合公園感謝 DAYを拡充開催します。
・2020年に開園４５周年を迎えます。例年冬季に市民協働で開催している「富岡総合公園感
謝 DAY」を本公園の最大の見所である「花」をテーマに掲げた春期の特別開催とします。

(2)市民サービス向上取組の考え方
・横浜市公園条例、環境創造局「公園に関する FAQ」の公園利用のルールを踏まえ、丁寧な説
明とお願いにより、誰もが快適に過ごせる園内環境づくりに取り組みます

(3)利用促進の取組利用者支援等の取組について
事業計画書様式５を基に、提案事項を実施します。
(4)課題に対する公園運営改善策
ア サクラの開花時期の課題
・無許可露店、路上駐車場対策等として桜並木の重点的なパトロールを実施します。
・ごみ対策として、ホームページ、園内看板での注意喚起、クリーンアップ活動を実施します。
イ 管理棟の有効活用
インフォメーション機能を拡充するため、園内の案内看板を設置し、公園の情報を提供しま
す。また、体調不良者などへの休憩スペースやおもてなし花壇を設置し、利便性の向上や魅
力向上を図ります。
ウ 樹林が多く起伏の激しい園地の安全対策や利活用
巡視・点検に基づく園路や樹木の安全管理、セキュリティーポスト（現在地と緊急時連絡先
の掲出）の設定。起伏の激しい園路を活かしたウォーキングルート設定で利活用を図りま
す。
エ 広大な園内の利用案内や満足度向上
ホームページや園内マップ、管理棟に設置する案内看板等により、園内の案内機能を充実さ
せるほか、園内を散策しながら楽しめるイベントを開催し、利用者満足度向上を目指します。 
オ アーチェリー場との一体的な管理運営
一体的な管理運営のメリットを発揮し、イベント時の連携や相互の情報発信を行います。

(5) 広報・パブリシティ活用の取組み
・スマートフォンに対応したホームページ、ＳＮＳの運用により情報発信力を強化します。
・広報、情報発信は、ホームページ・ＳＮＳ、独自の発行の広報誌、「広報よこはま」、プレス
リリースや取材対応等によるパブリシティ活用、近隣地域・施設との相互ＰＲ、近隣学校へ
のチラシ配布、公園だより等の手段により行います。

(6) 利用者ニーズ把握の取組み
・ホームページの広聴システム、「あんなこんな提案箱」等によりニーズを把握し、公園管理
レベルの向上に取り組みます。

・利用者の満足度の把握は、年 1 回の対面式アンケートにより把握し、満足度向上に取り組み
ます。また、アンケート結果は公表します。
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（事業計画書様式３） 

１ 公園の維持管理業務の全体的な考え方 

２ 公園施設の維持管理について 

これまでの管理経験を通じて把握した、地域・利用者の意見や、公園の利用実態、安

全上の注意事項など、公園の特徴を反映した計画的な維持管理を行います。 

維持管理作業は、年間の「植栽・施設管理計画」をもとに作成する、月間作業計画に

基づき行います。その結果は、作業実績表、施設点検シートに記録し、確認･検証の上、

次年度計画に反映する PDCAサイクルにより維持管理の改善を図ります。 

特に、建築物や遊具などの施設は、日常、定期点検において健全度を確認し、予防保

全型の計画的な修繕を行うことで施設の長寿命化を図り、ライフサイクルコストを縮減

します。 

（１）アーチェリー場

・常に利用者目線での管理運営を実施し、チェック項目や作業手順を具体化した管理マ

ニュアルの作成

・月 1日を定休メンテナンス日とし、グリーンの整備（芝刈り）、常設備品のメンテナンス

（的用畳交換）、周辺の除草、射線の整備などを実施し、品質を維持

・的紙や的用畳などの状態が悪いものについては、速やかに交換

・修繕記録、事故発生記録などを整備・活用

・全日本アーチェリー連盟の規定に基づいた整備

（２）遊具

・市の基準に基づく日常点検、定期点検（年３回の通常点検、年 1 回の詳細点検）のほ

か、独自に月１回の定期点検を実施

・日本公園施設業協会の遊具点検研修を受講したスタッフが定期点検を実施

・耐用年数を考慮しながら、定期点検で劣化状況を把握し、消耗部材の交換、塗装などを

実施

・異常、破損など発見時には直ちに応急処置や利用禁止措置を実施

（３）管理詰所

・日常点検・定期点検のほかに、年 1 回の施設管理者点検マニュアルに沿って点検を行

い、不具合が発見された場合は速やかに対応

・建物の状態を適宜。市に報告・情報提供を行い、管理者としての今後の管理・改修・補

修計画を提案

（４）公園内の工作物の維持管理

ベンチ・テーブル、水飲み・フェンスなどの工作物は、素材に応じた点検を実施

（５）備品

市及び指定管理者の備品台帳によって混同を防止し、適切な出納管理を実施

（６）テニスコート及び多目的広場の維持管理

・地元管理運営委員会と管理上の運営分担について確認書を取り交わす。



6 

３ 園地管理について 

４ 事故防止の取組、過去に発生した事故の改善策 

５ 清掃、修繕、施設設備改修 

（１）巡視・点検
・日常巡視・点検は、1日 2回実施
・定期点検は、市公園施設点検マニュアルに基づき年 3回の通常点検、年 1回の詳細点検
を実施。また、独自に作成したチェックシートをもとに、月 1回実施

・特別巡視は、気象警報発表時等に実施
（２）植栽の維持管理
ア サクラの名所づくりを目指した計画的な植栽計画の実施（ガーデンネックレス横浜 in

富総）
・古木のサクラは、樹木医の診断による樹勢回復を行うなど桜並木の維持管理を実施
・複数種類のサクラを園内に植栽し、サクラを楽しめる期間とエリアを拡大
イ 日本庭園を意識した梅林・庭園区の維持管理
・ボタンの維持管理（剪定や芽かき、花がら摘み、植物活性液や有機質肥料の施肥など）
の育成指導と季節ごとのパーゴラ装飾（植物素材）を実施

・修景を意識したウメ・マツの定期的な剪定
ウ 園内を彩る植栽の適切な維持管理
・四季を彩る植物に合わせた剪定や土壌改良など、植物の魅力を高める植栽管理を実施
エ 園内で見られる多くの生き物に配慮した管理
・保護樹林区における保護型管理の実施や野鳥の餌や隠れ場所等を残す草刈や剪定の実施
オ 近隣地域の安全に配慮した樹木の維持管理
・住宅地境界における越境枝、枯れ枝の巡視・点検及び発見時の剪定・清掃等の実施

（１）過去に発生した事故の改善策
・園地の特徴や危険箇所の情報を記載した独自の「公園ハザードマップ」と、これに基づ
く「巡視ルート図」を活用し、細やかな巡視・点検を徹底します。また、過去の点検結
果や修繕履歴を参照し、事故の防止に努めます。 特に、本公園は斜面地や樹林地が多い
ため、土砂崩れや倒木に十分注意します。

（２）作業時の安全確保
・園路や公道、民家沿いの草刈作業は、飛散防止シート等を用いて養生
・カラーコーンや作業案内板の設置等により作業エリアを明確化し、作業者以外の立ち入
りを防止

・管理用車両は、必ず通行許可証の掲示とハザードランプの点灯を行い、徐行による安全
運転を徹底するほか、必要に応じ誘導員を配置。

(３) 作業者の安全確保
・安全帯、ヘルメット、ゴーグルなどの安全装備を徹底
・作業者には、機器の取扱いに必要な特別教育、安全衛生教育を実施
・塩分、水分補給や休憩など、熱中症対策を指導

(１) 清掃
・管理棟内は毎日１回清掃
・池・流れは、美観と生態系に配慮してゴミや危険物は速やかに除去
・トイレは、毎日１回を基本とし、必要に応じて随時実施
・ベンチ・テーブル・手すりなどの工作物は、汚れなどに特に注意し清掃

（２）修繕
・建築物、更新の経費負担が大きい施設、遊具などは、予防保全型の管理を実施
・ベンチなど更新の経費負担が小さな施設は、日常巡視・点検や定期点検により異常の有
無を把握し、利用者の安全確保を最優先に、異常箇所の修繕を随時実施
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（事業計画書様式４） 

１ 緊急時の対応、緊急時マニュアルの活用、各区防災計画との連動等 

・災害に備え、横浜市防災計画などに基づく、「災害対応マニュアル」を整備し、災害の状況に

応じた配備体制を構築

・災害以外にも、事件・事故、重大な施設故障などに備え、市、警察、消防のほか、緊急対応事

業者の連絡網を整備し、迅速に対応

・区と「災害時等における施設利用の協力に関する協定」を締結するなど、協力関係を構築(区

との協議結果に応じて変更あり)

２ 災害対応について 

富岡総合公園は災害時、広域避難場所としての役割を果たします。そのため今年度は、スタッ

フの啓発として、情報受伝達、非常時参集、防災訓練といった各種訓練を実施するほか、情報収

集・伝達手段の確保のため、災害時優先電話の配備、業務用携帯電話への市防災メールの登録、

緊急地震速報自動放送システムの整備を行います。

（配備機材一覧） 

職員用食糧・飲料水(３日分)、携帯トイレ、カラーコーン、土のう、発電機、懐中電灯、手回し

式ラジオ、ヘルメット、自転車、救護用品、汚物処理キットなど 

３ 犯罪や路上駐車等の不法行為対策について 

（1）住民参加型パトロール

住民参加型の園内パトロールを実施し、防犯意識の向上、参加者と防犯上の危険個所とその

改善策を情報共有します。

（2）路上駐車対策

サクラの開花期間中は、HP での注意喚起や、注意看板の設置、園内放送などにより、路上駐

車の予防に努めます。

（3）無許可露店対策

花見時期の無許可露店については、重点的なパトロールにより状況把握と注意喚起を実施し

ます。

４ 個人情報保護について 

・個人情報の保護に関する法律、横浜市個人情報の保護に関する条例に準じ、個人情報保護方針、

個人情報保護規程を整備しています。収集した個人情報は、これらに沿って、適切に管理し、マ

イナンバーは、特定個人情報取扱規程に則り、適切に管理します。

全スタッフには、必ず年１回の個人情報保護研修を実施し、実績を市に報告します。なお、業務

を委託する場合は、同水準の管理を徹底します。

５ 障害者差別解消について 

・市の「障がい者差別解消の推進に関する取組指針」を実践できるよう、人権啓発研修のテーマに

障害者差別解消を取り入れます。また、広報研修ではカラーバリアフリー、ウェブアクセシビリ

ティの対応方法について教育します。さらに、当協会のホームページにおいて、ウェブアクセシ

ビリティ適合レベルＡＡへの準拠に向け（平成 31 年度末）、ホームページ改修等を進めます。
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６ 運営目標 

目標設定 
の視点 

運営目標 目指す 
管理指数・数値 

今後の取組 
（展望） 

業務運営１ 
（達成目標、
運営業務の実
施方針） 

ビジョン「みんな笑顔に！ バラエ

ティに富んだ癒しの空間 オアシス富

総（とみそう）～ 多様な楽しみ方･過

ごし方ができる自然が豊かで安心な公

園を実現 ～」の実現のため、４つの

ミッションに取り組みます。

① 自然環境の保全と魅力の発信

② 利用者への安全・安心・快適な利

用環境の提供

③ 利用者の健康増進への貢献、アー

チェリー競技の普及

④ 地域との協働の推進

市のアンケート

調 査 必 須 項 目

「７ .公園の満

足度  総合満足

度」の向上 

（※初年度の満

足度を基準とし

て、満足度の向

上を目指す）

運営目標の達成に向

け、引き続き提案事

項を実施する。 

業務運営２ 
（利用者サー
ビスの向上、
利用者満足度
や利用者数の
増、利用しや
すさ向上） 

次のとおり事業を実施します。 

① 自然と歴史が調和した公園の魅力

発信

② 快適で利用しやすい環境を整備

③ アーチェリー競技の普及と健康増

進のためのサービスを拡充

④ 開園 45周年記念富岡総合公園感謝

DAY の拡充開催

①  15 回、他 3 
項目

② 12 項目

③  33 回、他７
項目

④ １回

運営目標の達成に向

け、引き続き提案事

項を実施する。 

業務運営３ 
（人員配置、
緊急時対応計
画 、 防 犯 防
災 、 災 害 対
応） 

① 施設長(園長)、副施設長(副園長)

他、アーチェリー場管理スタッフな

ど、提案人員を配置

②園長は防災士取得、全スタッフは上

級又は普通救命講習を修了

③災害対応マニュアル・緊急連絡網の

配備

④情報受伝達、非常時参集、防災訓練

の実施

⑤ 災害時優先電話、資機材の配備

①提案人員の配

置

②資格取得、講

習修了

③配備完了

④各１回

⑤配備完了

運営目標の達成に向

け、引き続き提案事

項を実施する。 

人材育成 
研修実施効果
等 

提案した研修を次のとおり実施しま

す。 

①利用者対応、管理運営に関する研修

…接遇ほか８種類

②園地管理に関する研修…公園施設点

検ほか５種類

③管理職研修…パークマネジメントほ

か４種類

※詳細は提案書様式１５参照

①各１回
②各１回
③各１回

運営目標の達成に向

け、引き続き提案事

項を実施する。 
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維持管理１ 
（施設の保守
管理、補修計
画） 

・事業計画書本様式3-2-(1)～(4)に記
載した整備、点検を実施（ここでは項
目のみ記載）。
(1) アーチェリー場
(2) 遊具
(3) 管理詰所
(4) 公園内の工作物の維持管理

・事業計画書様
式 3-2-(1)～(4)
に 記 載 し た 整
備、点検回数、
その他は維持管
理基本水準書を
目安とする。

運営目標の達成に向

け、引き続き提案事

項を実施する。 

維持管理２ 
（清掃、園地
維持管理、災
害対応） 

・事業計画書様式 3-3～5 各項目に記

載した施策を実施（ここでは項目のみ

記載）。

3-3

(1) 巡視・点検

(2)植栽の維持管理

3-4

(1) 過去に発生した事故の改善策

(2) 作業時の安全確保

(3)作業者の安全確保

3-5

(1)清掃

(2)修繕

・事業計画書様

式 3-3～5各項目

に記載した施策

の実施（回数が

明記してあるも

のはその回数）

・維持管理基本

水準書を目安と

する。

運営目標の達成に向

け、引き続き提案事

項を実施する。 

収支 
（修繕等、収
入、支出） 

①提案時の収支計画に基いた予算執行

の達成

② 修繕予算は、提案に基づき 521千

円を計上

①着実な収支管
理の実施による
収支均衡以上
② 521千円

提案時の収支計画に

基づき、適切な収支

管理に取り組みま

す。 

経費節減策 ①公園管理に必要な物品の調達、委託

は、入札または見積もり合わせにより

競争契約を実施

②園地管理用資材、消耗品等の一括発

注

①競争契約等の

実施

②消耗品費等の

経費節減の推進

運営目標の達成に向

け、引き続き提案事

項を実施する。 

※アーチェリー場の利用料金設定の考え方

利用料金については、現行の料金を基本とします。 

 (料金設定) 

個人利用 300 円（１時間） 

貸切利用（日、祝） 全日 82,000 円 午前 31,000 円 午後 51,000 円 

貸切利用（上記以外） 全日 56,000 円 午前 22,000 円 午後 34,000 円 
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（事業計画書様式５） 

提案事業実施計画一覧（自主事業含む） 

No 事業名 実施内容 新規 回数 
実施予定時期 
（四半期ごと） 

１ ２ ３ ４ 

1 
自然・野鳥観察 
ガイドツアー 

園内の自然資源について紹介する「自然・
野鳥観察ガイドツアー」を実施 １ ● 

2 
トンボとり
大作戦

子どもたちと一緒にトンボの飛行距離調査
を実施 4 ● ● 

3 
生き物ハンド 
ブックの発行 

園内で見ることができる生き物について、

写真やイラストを使用した分かりやすいハ

ンドブックを発行・配布
通年 ● ● ● ● 

4 
生き物探し 
ワークシートの
発行 

園内に生息する多くの生き物について学ぶ

「富岡総合公園生き物探しワークシート」

を発行・配布 
通年 ● ● ● 

5 落ち葉プール 

園内で集めた落葉を活用し、子どもたちに

季節を感じ、のびのびと遊んでもらう場を

提供 
1 ● 

6 プレイパーク 
子どもたちに自然遊びを満喫できる場を提

供  
1 ● 

7 
歴史ガイドツ
アー

園内に点在する戦争遺構などを巡るガイド

ツアーを実施 1 ● 

8 
夜景・星空観察
ツアー

見晴らし台や北台から眺める夜景や、星空

を観察するツアーを実施 〇 1 ● 

9 七夕飾り 
他の管理施設で間伐した竹を活用した「七

夕飾り」を来園者と一緒に実施 
1 ● 

10 
カブトムシの展
示・観察

落ち葉を利用した腐葉土でカブトムシを飼

育、観察会も実施 〇 1 ● 

11 サクラの植樹
各種サクラの植樹を実施。 

※市と協議のうえ実施 〇 1 ● 

12 花壇づくり 
「ガーデンネックレス横浜」の PRとあわせ

て園内花壇への花苗の植え付けを実施 1 ● 

13 
植物園出張出前
講座 

構成団体Ａが管理するこども植物園スタッ
フによる公園内の自然紹介講座を実施 1 ● 

14 
グリーンカーテ
ン 

管理棟にゴーヤなどのグリーンカーテンを
設置 1 ● 

15 区の木・花の紹介 
金沢区の木「ヤマザクラ」や区の花「ボタ
ン」の紹介板を設置 〇 通年 ● ● ● ● 

16 海抜表示 
津波発生時の避難の指標となるよう、園内に海抜 3
メートル表示を設置 通年 ● ● ● ● 

17 
セキュリティポ
ストの設置

番号・緊急連絡先・園内主要エリアまでの

距離表示を記載したセキュリティポストを

園内各所に設置 
通年 ● ● ●
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18 
マニュアル勉強
会の開催

スタッフ間で災害時対応マニュアル・緊急
時対応マニュアルなどの勉強会を実施 随時 ● 

19 防災力の向上 

全スタッフが、「普通救命講習」を修了。
園長は「防災士」の資格を取得、副園長
は、「上級救命講習」を修了 

随時 ● 

20 
情報伝達・収集
手段の確保 

市防災情報メール及び防犯メールの登録。
緊急地震速報自動システムを活用。 
災害時でも優先的に発信ができる携帯電話
を配備 

通年 ● ● ● ● 

21 災害対策の充実 

施設利用者の避難誘導を主眼とした「防災
訓練」や、地域市民向けの「防災体験」な
どを実施 

〇 1 ● 

22 
管理棟の休憩ス
ペースの提供 

管理棟に体調不良者などが一時的に休憩で
きるスペースを設けます。 〇 通年 ● ● ● 

23 ベンチの設置 利用者が憩える場としてベンチを設置 
〇 通年 ● ● ● 

24 
リードフックの
設置

ペットを連れた方が、トイレの出入口に
リードフックを設置 〇 通年 ● ● ● 

25 樹名板の設置 
園内植物の名称などを紹介する樹名板の増
設 〇 通年 ● ● ● ● 

26 
おもてなし花壇
の設置 

管理棟付近に利用者をおもてなしする新た
な花壇を設置 

通年 ● ● ● ● 

27 
アーチェリー体
験教室

原則として第１・第３土曜日にアーチェ
リー体験教室を開催。高齢者にも無理のな
いプログラムとすることで競技普及を促進

20 ● ● ● ● 

28 
市 民 ア ー チ ェ
リー教室

夏季期間中に開催。３日間ずつ連続の教室
として、前期・後期の２回開催 2 ● 

29 
ジュニア強化練
習 

県内高校生を対象に、夏休み（7～8 月）を
利用して強化練習を主催 1 ● 

30 
東京オリ・パラへの
応援メッセージ  

アーチェリー場ＨＰで東京オリンピック・
パラリンピックへの応援メッセージを掲載 通年 ● ● ● 

31 
教室・試合の参
加の web申込 

教室や試合の参加の申込みをＨＰで受付 
随時 

32 
年間行事予定表
の配布 

ＨＰで公開、場内掲示、窓口配布を実施
（毎年 3月に情報更新） 通年 ● ● ● ● 

33 
機材・弓具の貸
出 

アーチェリー場管理棟で利用者用に弓具や
アーチェリータイマーなどの機材を貸出 通年 ● ● ● ● 

34 
簡易テントの
設置 

競技会、イベント時、緊急時に使用できる
簡易テントを設置 随時 

35 各種保険の用意 

あらゆる事態に対応可能とするため、各種
保険に加入（競技会スポーツ傷害（独
自）、一般利用者スポーツ傷害） 

通年 ● ● ● ● 

36 
園内ウォーキング
ルートの設定 

園内の山道や散策路を活用し、難易度別の
園内ウォーキングルートを設定。ルートを
紹介するマップを作成し、利用者に提供 

〇 1 ● 
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37 
公園ウォーキングツ
アー 

「公園ウォーキングツアー」を実施し、園
内を回りながら見ごろの花木や飛来する野
鳥など、旬の情報を分かりやすく提供 

〇 8 ● ● ● ● 

38 
ウォーキング教
室

ウォーキング教室を実施し、正しいフォー
ムやトレーニング方法について指導 1 ● 

39 
遊具の使い方教
室 

遊具の使い方を学ぶ教室を開催 
1 ● 

40 
富岡総合公園感
謝 DAY 

2020年に開園 45周年を迎え、最大の見所で
ある「花」をテーマに掲げた春期の開催 1 ● 

41 
団体保有のHP・
ブログ・SNS に
よる発信 

イベント開催や季節のタイムリーな情報を
発信 随時 

43 サクラの開花情
報の特設ページ

サクラの開花時期につぼみから葉桜まで何
分咲きか毎週更新

３ ～
４月 

● ● 

44 広報誌への掲載 
年間 5.6万部を配布する季刊誌「みどり」
への掲載 4 ● ● ● ● 

45 ぐるっと公園めぐり 金沢区内５つの管理公園の魅力を発信 通年 ● ● ● ● 

46 
観光関連情報季刊誌
「広報よこかな」へ
の掲載 

観光関連情報季刊誌「広報よこかな」へ公
園のイベント情報や植物情報等の掲載依頼 随時 ● 

47 
公園パンフレットの
製作・配布 

施設・アクセスなどを掲載、関係施設で配
布 

通年 ● ● ● ● 

48 チラシの配布 子育て支援拠点や学校などへのチラシ配布 3 ● ● ● 

49 
市広報紙による
情報発信、プレ
スリリース

大規模イベントなどのプレスリリースによ
る広域的な来園促進  2 ● ● 

50 
自治会の掲示板
へ PR 

自治会の掲示板へのチラシの掲示による発
信 随時 ● 

51 
富総プレスの発
行 

イベントや季節の花情報を発信する富総プ
レスの配布・掲示 4 ● ● ● ● 

52 防災訓練 

広域避難場所に指定されている公園とし
て、地域と連携した防災訓練を実施 
※金沢消防と協働

〇 1 
● 

53 防災教室 
金沢消防署と連携し、防災教室を実施 

1 ● 

54 
住民参加型パト
ロール

利用者の防災意識の向上、危険個所とその
改善策の共有を図るため、住民参加型パト
ロールを実施

2 ● ● 

55 抽選会場の提供 
庭球場、多目的広場の利用抽選会の会場と
して、管理棟スペースを提供 月１ ● ● ● ● 

56 
クリーンアップ
活動

主に花見シーズンや行楽シーズンを中心
に、園内の美化を目的とした活動を実施 〇 2 ● ● 

57 

「よこはま緑の
ま ち づ く り 基
金」募金箱設置 

市内の緑化推進や環境保護等に寄与する募

金活動を実施 
通年 ● ● ● ● 
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（事業計画書様式６） 

業務の第三者委託一覧 

業務 内容 再委託会社 年回数 実施月 備考 

園地清掃業務 公園内の清掃 H30 年度中に見積り合わせ 通年 通年 

便所清掃業務 便所清掃 Green Job Support 362 回 通年 

園地等維持管理業務 高所作業等園地管理

業務 

横浜市グリーン事業協

同組合 
随時 通年 

一般廃棄物収集・運

搬・処分業務 

一般廃棄物収集・運

搬・処分 

H30 年度中に見積り合わせ 
随時 通年 

産業廃棄物収集・運

搬・処分業務 

産業廃棄物収集・運

搬・処分 

H30 年度中に見積り合わせ 
随時 通年 

園内灯設備保守点検

業務 

園内灯設備保守点検 H30 年度中に見積り合わせ 
１回 ４月 

節水洗浄装置保守点

検業務 

節水洗浄装置保守点

検 

H30 年度中に見積り合わせ 
１回 ２月 

放送設備保守点検業

務 

放送設備保守点検 H30 年度中に見積り合わせ 
１回 12月 

夜間緊急対応業務 夜間緊急対応 H30 年度中に見積り合わせ 随時 通年 

遊具精密点検業務 遊具の精密点検 H31 年度中に見積り合わせ １回 １月 

大型車両点検 車両点検 H31 年度中に見積り合わせ １回 10月 

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ防除業務 ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの巣除去 H31 年度中に見積り合わせ 随時 通年 

樹木診断・技術指

導・樹勢回復治療 

樹木医による樹木診

断等 

NPO法人 

自然への奉仕者・樹木

医協力会 

随時 通年 

花見特別警備 花見時期の警備 H30 年度中に見積り合わせ 随時 ３月 

リードフック設置業

務 

犬のリードフック設

置 

H31 年度中に見積り合わせ 
1回 ９月 

サクラ等植樹業務 サクラ等の植樹 H31 年度中に見積り合わせ 1回 12月 

夜間機械警備業務 アーチェリー場詰所
の夜間機械警備

セコム株式会社 通年 通年 

花壇管理業務 花壇・植物管理 H31 年度中に見積り合わせ 通年 通年 

高木剪定業務 高木剪定 H31 年度中に見積り合わせ １回 ３月 

消防設備点検業務 消防設備の点検 H31 年度中に見積り合わせ 1回 未定 

低圧分電盤点検業務 低圧分電盤の点検 H31 年度中に見積り合わせ 1回 未定 



(単位：円）

当初予算額 補正額 予算現額 決算額 差引 説明 提案書費目

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ=Ａ＋Ｂ） （Ｄ） （Ｃ－Ｄ）

52,877,000 0 52,877,000 0 52,877,000

3,292,000 0 3,292,000 0 3,292,000

972,000 0 972,000 0 972,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

57,141,000 0 57,141,000 0 57,141,000

当初予算額 補正額 予算現額 決算額 　差引 　説明 提案書費目

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ=Ａ＋Ｂ） （Ｄ） （Ｃ－Ｄ）

25,369,000 0 25,369,000 0 25,369,000

給与・賃金 21,117,000 0 21,117,000 0 21,117,000
旅費交通費欄以下の経費を便宜的に
分割（リアルではない）

人件費

社会保険料 2,175,000 0 2,175,000 0 2,175,000 人件費

通勤手当 2,014,000 0 2,014,000 0 2,014,000
給与・賃金総額から便宜的に分割
（リアルではない）

人件費

健康診断費 63,000 0 63,000 0 63,000 人件費

勤労者福祉共済掛金 0 0 0 0 0 人件費

退職給付引当金繰入額 0 0 0 0 0 人件費

3,992,000 0 3,992,000 0 3,992,000

88,000 0 88,000 0 88,000 物件費

1,171,000 0 1,171,000 0 1,171,000 物件費

0 0 0 0 0 物件費

0 0 0 0 0 物件費

133,000 0 133,000 0 133,000

（横浜市への支払い分） 0 0 0 0 0 物件費

（その他） 133,000 0 133,000 0 133,000 物件費

0 0 0 0 0 物件費

0 0 0 0 0 物件費

430,000 0 430,000 0 430,000
その他経費に丸められているため、
便宜的に1万円を移動（リアルではな

物件費

61,000 0 61,000 0 61,000
その他経費に丸められているため、
便宜的に5万円を移動（リアルではな

物件費

238,000 0 238,000 0 238,000
現在は本部経費からで支出している
ため、便宜的に1万円を移動（リアル

物件費

1,871,000 0 1,871,000 0 1,871,000 物件費

0 0 0 0 0 物件費

0 0 0 0 0 物件費

972,000 0 972,000 0 972,000 自主事業費

30,333,000 0 30,333,000 0 30,333,000 人件費、事務費、自主事業費の合算

3,000,000 0 3,000,000 0 3,000,000

1,800,000 0 1,800,000 0 1,800,000
光熱水費は、H30予算では個別計上し
ていないため、仮に4等分して計上

光熱水費

73,000 0 73,000 0 73,000 光熱水費

564,000 0 564,000 0 564,000 光熱水費

563,000 0 563,000 0 563,000 光熱水費

3,359,000 0 3,359,000 0 3,359,000 うち委託料 3359000円（予算） 委託料・物件費

1,221,000 0 1,221,000 0 1,221,000 修繕費

260,000 0 260,000 0 260,000 うち委託料 260000円（予算） 委託料・物件費

14,592,000 0 14,592,000 0 14,592,000

30,000 0 30,000 0 30,000 うち委託料 30000円（予算） 委託料・物件費

20,000 0 20,000 0 20,000 うち委託料 20000円（予算） 委託料・物件費

268,000 0 268,000 0 268,000 うち委託料 268000円（予算） 委託料・物件費

35,000 0 35,000 0 35,000 うち委託料 35000円（予算） 委託料・物件費

14,239,000 0 14,239,000 0 14,239,000 うち委託料 13544000円（予算） 委託料・物件費

0 0 0 0 0 物件費

12,000 0 12,000 0 12,000

0 0 0 0 0 物件費

0 0 0 0 0 物件費

10,000 0 10,000 0 10,000 物件費

2,000 0 2,000 0 2,000 物件費

3,050,000 0 3,050,000 0 3,050,000

3,050,000 0 3,050,000 0 3,050,000 その他の費用

0 0 0 0 0 その他の費用

1,314,000 0 1,314,000 0 1,314,000 物件費

57,141,000 0 57,141,000 0 57,141,000

0 0 0 0 0

5,646,000 0 5,646,000 0 5,646,000

6,866,688 0 6,866,688 0 6,866,688

-1,220,688 0 -1,220,688 0 -1,220,688

　科目

科目

　収入の部

　指定管理料

　利用料金収入

　自主事業収入

　雑入

　その他雑入

　収入合計

　支出の部

　人件費

　事務費

旅費

消耗品費

空調衛生設備保守

　自主事業費

会議賄い費

印刷製本費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

施設責任賠償保険

職員等研修費

振込手数料

リース料

手数料

地域協力費

光熱水費（下水道）

　清掃費

　修繕費

　機械警備費

　施設保全費

　管理費総合計

　光熱水費合計

光熱水費（電気）

光熱水費（ガス）

光熱水費（水道）

公租公課（印紙税）

その他公租公課

　事務経費

事務経費（本部分）

消防設備保守

　差額

　その他経費（当該施設分）

　支出合計

　差額

（参考）指定管理料外の経費

　設置管理許可収入合計

　設置管理許可支出合計

事務経費（当該施設分）

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

その他保全費・園地管理

　共益費（合築等の場合）

　公租公課

公租公課（事業所税）

公租公課（消費税）

soumu-191
テキストボックス
（事業計画書様式７）　収支予算書（指定管理料のみ） 

soumu-191
テキストボックス
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